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 令和３年１０月三木市教育委員会（定例会）会議録 

 

１ 開催日程 

 (1) 開  会  令和３年１０月２２日（金）午後３時００分 

 (2) 閉  会  令和３年１０月２２日（金）午後３時４５分 

 

２ 場  所   中央図書館 １階 視聴覚室 

 

３ 議事日程 

第 １ 会議録署名委員の指名について 

第 ２ 会議録の承認について 

第 ３ 会議の非公開の決定について 

第 ４ 協議事項１１ 三木市立小学校、中学校及び特別支援学校設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

第 ５ 報 告 事 項 三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の決

定について 

第 ６ 報 告 事 項 各課（室）の所管事項について 

第 ７ そ の 他 

第 ８ 次回定例会の開催日程について 

 

４ 出 席 者 

教 育 長 大 北  由 美 

委 員 石 井  ひろ美 

委 員 中 嶋  直 裕 

委 員 梶    正 義 

 

５ 欠 席 者 

  委 員     實 井  政 治 

 

６ 事務局出席者 

教 育 総 務 部 長 本 岡  忠 明 

教 育 振 興 部 長     横 田  浩 一 

生 涯 学 習 課 長     河 端    康 
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図 書 館 長 伊 藤  真 紀 

文化・スポーツ課長 金 井  善 純 

学 校 教 育 課 長 田 中  智 美 

教 育 セ ン タ ー 所 長 橋 本  泰 一 

学 校 再 編 室 長     鍋 島  健 一 

教 育 ・ 保 育 課 長 辻 田  政 顕 

教 育 総 務 課 副 課 長     森 田   眞 規 

教育施設課課長補佐     荒 田  知 宏 

教 育 総 務 課 係 長 丸 岡  ま や 

教 育 総 務 課 主 事     大 野  剛 史 

 

７ 傍 聴 者  なし 

 

 

*************************************************** 

 

開  会 

教育長が、令和３年１０月三木市教育委員会定例会の開会を宣言した。 

 

         *************************************************** 

 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

教育長が、三木市教育委員会会議規則第２８条の規定により、本日の

会議の会議録署名委員に、中嶋委員と梶委員を指名した。 

 

 日程第２ 会議録の承認について 

教育長が、令和３年９月定例会（１７日開催）の会議録について委員

に諮り、全員一致で承認された。 

 

日程第３ 会議の非公開の決定について 

教育長が、議事の進行について委員に諮り、協議事項１１「三木市立

小学校、中学校及び特別支援学校設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」は、市議会の議決案件であるため、三木市

教育委員会会議規則第５条第１項ただし書の規定により、非公開で審議
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することについて同意された。 

 

日程第５ 報告事項 三木市教育委員会顕彰規則に基づく被顕彰者の決定

について 

  〇田中学校教育課長が次のように説明した。 

三木市教育委員会顕彰規則第４条の規定に基づき、下記のとおり三木

市教育委員会被顕彰者を決定したので、三木市教育委員会の権限に属す

る事務の一部の教育長への委任等に関する規則第２条第２項第４号の規

定により報告する。 

極東開発工業株式会社から市内の小学校、特別支援学校の５・６年生

に、総額４８万円相当の副読本「はたらく自動車ドリル」の寄附を受け

た。感謝状の贈呈は１０月末に予定している。 

 

 日程第６ 報告事項 各課の所管事項について 

  （１）教育施設課報告事項 

    〇荒田教育施設課長補佐が次のように報告した。 

     三樹小学校大規模改造工事及び上の丸保育所解体撤去工事実施設

計業務委託については、９月３０日に完了している。 

     自由が丘小学校トイレ改修工事については、１０月２２日に予定

どおり完了している。 

口吉川小学校エレベーター設置工事は、エレベーターの製作が遅

れているため、工期を１０月２９日から１１月３０日に変更した。 

     三木東中学校エレベーター設置等工事実施設計業務委託の進捗率

は、５０％である。 

 

  （２）生涯学習課報告事項 

    〇河端生涯学習課長が次のように報告した。 

     公民館等施設について、緊急事態宣言の解除により、１０月２２

日から会議室等の利用規制が解除された。夜は１０時の閉館となり、

通常どおりの開館時間に戻っている。カラオケ、合唱及び吹奏楽な

どで使用する際は、定員の５０％までの規制は継続する。 

吉川町公民館の喫茶どんがらりんは、新型コロナウイルス対策適

正店認証の交付申請を行っている。 

     第３９回緑が丘町文化祭ネット配信制作を、１０月２０日に緑が

丘町公民館で実施した。今年度の文化祭については、各団体の動画



 

- 4 - 

 

を１０月３０日から１１月５日まで、ネット配信する予定である。 

     第７４回三木市成人式第１回実行委員会を９月２４日に、コロナ

禍であるためリモートで開催し、参加者は１１人であった。リモー

ト開催は初めての試みであったが、実行委員はスムーズな対応であ

った。 

     今後の予定として、三木市「クールチョイス」推進事業セミナー

を、緑が丘町、青山及び志染町の各公民館において、開催する。 

     「ほっとけない！」地域づくりを考える集い(ボランタリーフェ

スタ協賛事業）を、１１月２１日に市民活動センターで開催する。 

公民館でのワクチン接種予約受付代行業務については、９月２９

日で一旦終了した。今後、予定されている３回目のワクチン接種の

際に、再開する予定である。 

 

  （３）図書館報告事項 

    〇伊藤図書館長が次のように報告した。 

     実施した事業として、「製本・図書修理教室」を開催した。全８

回のうち、第１回を１０月４日に開催し、参加者が２０人、第２回

を１０月１８日に開催し、参加者が１９人であった。 

     のじぎく特別支援学校インターンシップは、１０月１４日及び２

０日に１年生を３人ずつ受け入れた。生徒一人一人にあわせた作業

に取り組んでいただいた。カウンター業務や図書のカバー掛けなど

の業務を意欲的に取り組む姿が見られた。 

     今後の予定事業として、１１月１４日から２７日まで、甲冑・装

束展を中央図書館１階エントランスで開催する。 

 

  （４）文化・スポーツ課報告事項 

    〇金井文化・スポーツ課長が次のように報告した。 

     実施した主な事業として、１０月２日から１０日までの間、みな

ぎの書道展を開催し、来場者数は３，０６７人であった。１０日に

表彰式を２回に分散して開催し、表彰対象者１００人のうち、７８

人の出席があった。出品点数が８，４２８点、特別賞が１００点、

入賞が５８０点であった。期間中は、上田桑鳩氏を来場者にＰＲす

るため、受付横に桑鳩氏の作品４点を展示した。 

     １０月１４日にみっきぃふれあいマラソン実行委員会を開催し、

第２８回大会を令和４年３月に開催することの可否について協議し
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た。今後のコロナ禍の情勢が不透明であることや、防災公園内であ

る会場の特性を踏まえ、来年度への延期が決定した。事務局として

は、来年度の開催に向けて、早急に感染症対策を盛り込んだ計画を

策定し、例年より早い段階で、事業着手に努めるよう要望をいただ

いている。記者発表は、２６日を予定している。 

     今後に予定している主な事業として、１０月１９日から１１月６

日まで、文化会館前で菊花展を開催している。個人からの出展以外

に、自由が丘東小学校から１組、志染町公民館から１組の出展があ

る。１１月１２日に教育センターで表彰式を開催する。 

     １１月６日から１２月５日まで堀光美術館で、１１月６日から令

和４年１月１６日までみき歴史資料館で、企画展を開催する。 

 

  （５）学校教育課報告事項 

    〇田中学校教育課長が次のように報告した。 

     １０月２日に吉川小学校が統合後初の運動会を開催した。新型コ

ロナウイルス感染症対策を講じながら、保護者等と一緒に行う初め

ての学校行事となった。 

     １０月４日に第７回定例校園長会を教育センターで開催した。１

点目に、学校行事等における安全指導について、平成３０年に発生

した自然学校中の事故について報告した。緊急事態宣言が解除にな

り、修学旅行や自然学校を実施する学校が増えるため、万全の安全

対策を取り、無理のない範囲で活動を行うよう指導助言を行った。 

     ２点目に、学校閉庁アンケートの結果について、各校から出た意

見や課題を報告した。令和３年度は、１１日から１３日を学校閉庁

日とした。肯定的な意見が多くあったが、課題もあった。地域や保

護者にも定着してきているため、来年度も１３日から１５日周辺の

平日３日間で実施を検討する。 

     ３点目に、教職員による非違行為の再発防止について、県内公立

小学校で発覚した、教員による悪質な体罰や暴言を例に挙げ、教職

員に対し、高い倫理観と道徳心、人権意識をもって行動するよう指

導の徹底を依頼した。各校で風通しのよい職場づくりに努めるとと

もに、教育委員会との連携を密に図るよう、合わせて依頼した。 

     また、学校における抗原検査ペンの活用について説明した。教職

員及び児童生徒が体調不良の時は、速やかに帰宅させ、医療機関を

受診することを原則としているが、特別な事情がある場合は、抗原
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検査ペンを使用することができる。ただし、検査の実施については、

あくまで本人及び保護者の了解のもとで行われるものであり、強制

しないよう徹底を依頼した。 

     １０月１２日に第４回同和教育伝承講座を開催した。春川政信先

生を招き、三木市の教育事業や部落差別について、講演いただいた。

受講者は１８人であった。 

     今後の予定として、緊急事態宣言の解除に伴い、教育委員会計画

訪問を再開する。 

     続いて、第４回三木市立学校における事故調査委員会について報

告する。三木特別支援学校で発生した生徒の心肺停止事案について、

第４回事故調査委員会を１０月１３日に開催した。事故調査委員会

委員による学校看護員への聴き取りが行われた。調査委員会事務局

を務める教育委員会職員は退出し、調査委員のみで聴き取りを実施

した。聴き取り実施後は、カルテ等、病院の資料を確認し、心肺停

止に至ったと考えられる原因について協議された。次回の調査内容

についても協議され、三木特別支援学校での現地調査を行うことが

決定した。事案発生時の教室に、当時使用していた医療機器等を再

現し、当時の状況について調査委員が確認を行い、それをもとに、

さらに原因の究明を行うことが決定された。 

 

  （６）教育センター報告事項 

    〇橋本教育センター所長が次のように報告した。 

タブレット活用オンラインショート研修を開催した。「オンライ

ン授業（会議）をするときに使える機能について」は２３人が、「Teams

の投票機能について」は１０人が、「Teamsの課題提出・改修機能

について」は７人が、「Formsを使ったアンケートの仕方・集約機

能について」は２人が受講した。同研修については、今後、第５回

及び第６回も予定している。要望があり次第、第７回及び第８回も

計画する。 

電子黒板活用研修会については、対面２人、ライブ２５人、オン

デマンド４人が受講した。 

研修については、個々のニーズに合った研修を企画していく。 

     青少年センターの事業について、１０月２日に臨時総務会を開催

した。緊急事態宣言解除後の活動の実施について協議を行い、ＰＴ

Ａ役員の巡回については控えることとするが、基本的には平常どお
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りの事業を行うことが決定した。 

 

  （７）学校再編室報告事項 

    〇鍋島学校再編室長が次のように報告した。 

     星陽・三木中学校区統合準備委員会（第６回）を１０月８日に細

川町公民館で開催した。２校のＰＴＡ規約を１つに整理し、１０月

末に両校で開催するＰＴＡ臨時総会で承認いただくため、議案につ

いて協議した。 

     １０月１８日に能勢ささゆり学園へ、市長、教育委員及び事務局

の合計１４人で先進校視察を行った。 

     １０月２０日に大泉学園へ先進校視察を行った。堺市にある小規

模校で、各学年が１クラスの施設一体型の小中一貫校である。学校

規模と施設のあり方について質問させていただいた。 

     今後の予定として、１１月５日に京都市立開睛小中学校の研究発

表会に参加する。学校にも案内を出したところ、現在、２名の出席

希望があった。 

 

  （石井委員）コミュニティ・スクールの取組について、能勢ささゆり学

園は、地域の繋がりがしっかりとできている印象があった。今後、

三木市もコミュニティ・スクールを立ち上げていくに当たって、今

から地域の方に学校のことをもっと知っていただく工夫を進めてい

ただきたい。 

 

  （鍋島学校再編室長）三木市のそれぞれの学校は、日頃の教育活動をホ

ームページで丁寧に周知している。ただ、地域の方に伝わっていな

い部分もあると考えるため、周知の方法やホームページに表示する

項目等に工夫を加えていくよう指導をしていきたい。 

 

  （中嶋委員）能勢ささゆり学園には、以前にも視察されていると聞いて

いる。２回目の先進校視察になるため、１回目の視察の内容も積み

上げ、先進校の進んだ部分を吸収していただきたい。 

     視察において質問できなかったことが２点ある。 

     １点目に、設置建設に当たって、場所の選定は何を最優先にした

のか。まちの将来と学校の位置付けをどのように連携させたのかを

教えていただきたい。 
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     ２点目に、学校の設立から５年が経過するが、これまでに取り組

まれてきた学力向上に関する様々な実践及びその成果について、ど

のような指標を設定し、検証してきたのかを教えていただきたい。 

 

  （鍋島学校再編室長）能勢ささゆり学園の土地一帯は、元々大阪府の牧

場であり、無償譲渡された土地である。広大で、通りからも近く、

学校の立地に適した土地であった。これ以外にも設置建設に当たっ

て、様々な理由があったと思われるため、学力向上に関する取組や

成果と合わせて先方に改めて質問を行い、また教育委員会で回答さ

せていただく。 

 

  （大北教育長）２年前の視察と比較して、状況に応じて改善されている

点があった。最初から最良の方法がとれるよう、様々な情報を得て

おきたい。 

 

  （８）教育・保育課報告事項 

    〇辻田教育・保育課長が次のように報告した。 

     特定教育・保育施設第三者評価を９月から実施している。評価に

ついては、評価委員である教授を招き、各園での保育内容の状況確

認や、子どもの絵や制作物から読み取れる子どもの特徴及び成長等、

気になる点について、保育教諭に様々な助言をいただき、資質の向

上に努めている。 

     １０月８日に市内の法人を対象に、条例に基づく監査に係る全体

研修を開催した。法人経営を行う上での雇用等に関し、統一的な運

用を図るための研修である。１点目に、税理士の桑村先生を招き、

法人経営で営業をする上で、考えておかなければならない点につい

て、助言をいただいた。２点目に、社会保険労務士の藤田先生を招

き、同一賃金同一労働のメリット及びデメリットについて、講演い

ただいた。 

     今後の予定として、アフタースクールの入所児童募集について、

１１月４日に締め切る。１１月に結果を報告させていただく。 

     １１月６日に保育者研修・合同研修会を開催する。講師に関西国

際大学の百瀬和夫教授を招き、「絵画から学ぶ子どもの今・これま

での発達過程」について講演いただく。 

 



 

- 9 - 

 

 日程第７ その他 なし 

 

 日程第８ 次回定例会の開催日程について 

   教育長が、次回の教育委員会定例会の開催について諮り、令和３年 

１１月１９日午後３時から開催することを決定した。 

 

 

      *************************************************** 

 

 

（非公開） 

日程第４ 協議事項１１ 三木市立小学校、中学校及び特別支援学校設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

 

協議事項１１は、三木市教育委員会会議規則第５条第１項ただし書の

規定により、非公開で審議したため、同規則第３１条の規定により、内

容については記載しない。 

 

 

       *************************************************** 

 

 

 閉  会 

教育長が、令和３年１０月三木市教育委員会定例会の閉会を宣言した。 
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【令和３年１０月三木市教育委員会定例会会議録】 

 

 

             教育長 

 

 

             署名委員 

 

 

             署名委員 

 

 

 


